
氏名 塩出　貴美子

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・美術史特殊講義（スクーリング３日間×３回）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学生相談員、人権委員会委員、入試委員会オブザーバー、書道部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・全学共通科目「世界遺産学概論Ⅱ」のうち１回を担当し、「日本の都市　京都－洛の眺
　望」と題する講義を行った。

大阪府文化財保護審議会委員、茨木市文化財保護審議会委員、神戸市文化財保護審議会委
員、財団法人大和文華館評議員
白鶴美術館春季展講演「高野大師行状図画」の系譜－白鶴美術館本の意義と特質について
－」、平成23年度せいぶ市民カレッジ奈良大学文化講座・都の風景第１回「『洛中洛外
図』から－虚構の風景－」、奈良大学博物館講演会「奈良大学所蔵『源氏物語図屏風』に
ついて」

　大阪大学大学院文学研究科芸術学専攻後期課程退学

　文学修士

　美術史（日本絵画史）

最終学歴

　【研究上の特記事項】
・奈良大学博物館の秋期企画展示「奈良大学の『源氏物語』－屏風絵からマンガまで－」
を　担当し、平成２２年度奈良大学研究助成「奈良大学所蔵『源氏物語』関連作品の研
究」の成果の一端を公開した。

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

  美術史学会　美学会

  弘法大師伝絵　江戸時代の絵入本及び絵巻  源氏絵

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・美術工芸史特殊講義Ⅱ（通年）
・美術工芸史演習Ⅱ（通年）

授業科目

学部担当科目

・美術史概論Ⅰ（前期）　　　　　・美術史概論Ⅱ（後期）
・美術史実習Ⅲ（前期）　　　　　・美術史実習Ⅳ（後期）
・美術史演習Ⅰ（二）（前期）　　・美術史演習Ⅱ（二）（後期）
・美術史演習Ⅲ（二）（前期）　　・美術史演習Ⅳ（二）（後期）
・美術史特殊講義（一）（前期）　・美術史講読Ⅱ（後期）
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平成23年10月29日

奈良文化財研究所主
催「庭園の歴史に関
する研究会『鎌倉時
代の庭園－京と東国
－』」

大和文華館・大阪府
立大主催科研費によ
る公開研究会「徒然
草の絵画化をめぐっ
て－国文学と美術史
の視点から－」

平成24年3月30日

奈良大学博物館平成23年10月31日

『総合研究所所報』
第20号

奈良文化財研究所編
『鎌倉時代の庭園－
京と東国－（平成23
年度庭園の歴史に関
する研究会報告

平成24年３月

平成24年３月

奈良大学所蔵「源氏物語図屏風」に
ついて、描かれた内容を検討し、場
面を比定した。また、先行する諸作
品と比較し、その図様を伝統の継
承、他作品からの借用、それらの変
容という観点から検討し、本作品の
特質を考察した。

下記の学会発表①の報告書。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①奈良大学の『源氏物語』－
屏風絵からマンガまで－

鎌倉時代の絵巻に描かれた庭園につ
いて、その時間表現や空間表現等の
特徴を検討し、絵巻を歴史資料とし
て見る場合の問題点を論じた。

『徒然草』の注釈書である『なぐさ
み草』（1652年刊）の挿絵と数種の
奈良絵本『徒然草』の挿絵とを比較
し、前者が後者の源となっているこ
とを論証した。

①奈良大学所蔵「源氏物語図
屏風」考－図様の継承・借
用・変容をめぐって－

②鎌倉時代の絵巻に見る庭園

②

③

④

⑤

④

同名の博物館企画展示の図録。その
編集・執筆を担当した。

③

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②『徒然草』の挿絵について
－『なぐさみ草』と奈良絵本
－

⑤

①鎌倉時代の絵巻に見る庭園

③

④


